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第
１　

事
案
の
概
要
及
び
争
点

本
件
は
、
大
阪
市
長
が
、
宗
教
法
人
に
対
し
、
墓

地
、
埋
葬
等
に
関
す
る
法
律
第
10
条
第
１
項
の
規
定

に
よ
り
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
地
上
６
階
建
て
の

納
骨
堂
（
以
下
「
本
件
納
骨
堂
」
と
い
う
。）
を
経

営
す
る
こ
と
を
許
可
し
、
さ
ら
に
、
同
条
第
２
項
の

規
定
に
よ
り
、
本
件
納
骨
堂
の
施
設
を
変
更
（
面
積

の
拡
張
等
）
す
る
こ
と
を
許
可
し
た
（
以
下
「
本
件

各
許
可
」
と
い
う
。）
こ
と
に
つ
い
て
、
本
件
納
骨

堂
の
敷
地
か
ら
直
線
距
離
で
１
０
０
ｍ
以
内
に
所
在

す
る
建
物
に
居
住
す
る
住
民
ら
（
原
告
ら
、
控
訴
人

ら
、被
上
告
人
ら
、以
下
「
本
件
住
民
ら
」
と
い
う
。）

が
、
大
阪
市
（
被
告
、
被
控
訴
人
、
上
告
人
）
に
対

し
、
本
件
各
許
可
の
取
消
し
を
求
め
た
事
案
で
あ
る
。

本
稿
で
採
り
上
げ
る
論
点
は
、
本
件
各
処
分
の
名

宛
人
と
さ
れ
て
い
な
い
本
件
住
民
ら
が
、
行
政
事
件

訴
訟
法
第
９
条
第
１
項
の
「
法
律
上
の
利
益
を
有
す

る
者
」
に
当
た
る
か
、
す
な
わ
ち
、
本
件
各
許
可
の

取
消
し
を
求
め
る
原
告
適
格
を
有
す
る
か
と
い
う
点

に
あ
る
。

第
一
審
に
当
た
る
大
阪
地
方
裁
判
所
令
和
３
年
５

月
20
日
判
決
（
以
下
「
第
一
審
判
決
」
と
い
う
。
判

例
地
方
自
治
４
８
１
号
32
頁
）
は
、
本
件
住
民
ら
は

「
法
律
上
の
利
益
を
有
す
る
者
」
に
は
当
た
ら
ず
、

本
件
各
許
可
の
取
消
し
を
求
め
る
原
告
適
格
を
有
し

な
い
と
判
断
し
、
本
件
住
民
ら
の
請
求
を
い
ず
れ
も

却
下
し
た
。
原
審
に
当
た
る
大
阪
高
等
裁
判
所
令
和

４
年
２
月
10
日
判
決
（
以
下
「
原
審
判
決
」
と
い
う
。

判
例
地
方
自
治
４
９
１
号
60
頁
）
は
、
本
件
住
民
ら

は
「
法
律
上
の
利
益
を
有
す
る
者
」
に
当
た
り
、
本

件
各
許
可
の
取
消
し
を
求
め
る
原
告
適
格
を
有
す
る

と
判
断
し
て
、
第
一
審
判
決
を
取
り
消
し
、
本
件
訴

え
を
大
阪
地
方
裁
判
所
に
差
し
戻
し
た
。
上
告
審
に

当
た
る
本
件
最
高
裁
判
決
は
、
本
件
住
民
ら
は
「
法

律
上
の
利
益
を
有
す
る
者
」
に
当
た
り
、
本
件
各
許

可
の
取
消
し
を
求
め
る
原
告
適
格
を
有
す
る
と
判
断

し
て
、
上
告
を
棄
却
し
た
。

本
件
は
、
処
分
行
政
庁
が
、
処
分
の
名
宛
人
と
さ

れ
て
い
な
い
者
ら
か
ら
処
分
の
取
消
し
を
求
め
ら
れ

た
場
合
の
参
考
と
な
る
判
例
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
紹

介
す
る
次
第
で
あ
る
。

第
２　

関
係
法
令
の
定
め

⑴　

行
政
事
件
訴
訟
法
第
９
条
第
１
項
は
「
処
分

の
取
消
し
の
訴
え
及
び
裁
決
の
取
消
し
の
訴
え
（
以

下
「
取
消
訴
訟
」
と
い
う
。）
は
、
当
該
処
分
又
は

裁
決
の
取
消
し
を
求
め
る
に
つ
き
法
律
上
の
利
益
を

墓
埋
法
の
規
定
に
よ
る
納
骨
堂
の
経
営
等
の
許
可
に

つ
い
て
取
消
し
を
求
め
る
周
辺
住
民
ら
の
原
告
適
格 弁

護
士

石
川
　
重
弘

重
要
判
例
に
学
ぶ

地
方
自
治
の
知
識

納
骨
堂
経
営
許
可
処
分
取
消
、
納
骨
堂
経
営
変
更
許
可
処
分
取
消
請
求
事
件

最
高
裁
判
所
第
三
小
法
廷
令
和
５
年
５
月
９
日
判
決
（
判
例
地
方
自
治
５
０
３
号
50
頁
）
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有
す
る
者
（
中
略
）
に
限
り
、
提
起
す
る
こ
と
が
で

き
る
。」
と
規
定
し
、
同
条
第
２
項
は
「
裁
判
所
は
、

処
分
又
は
裁
決
の
相
手
方
以
外
の
者
に
つ
い
て
前
項

に
規
定
す
る
法
律
上
の
利
益
の
有
無
を
判
断
す
る
に

当
た
つ
て
は
、
当
該
処
分
又
は
裁
決
の
根
拠
と
な
る

法
令
の
規
定
の
文
言
の
み
に
よ
る
こ
と
な
く
、
当
該

法
令
の
趣
旨
及
び
目
的
並
び
に
当
該
処
分
に
お
い
て

考
慮
さ
れ
る
べ
き
利
益
の
内
容
及
び
性
質
を
考
慮
す

る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
法
令

の
趣
旨
及
び
目
的
を
考
慮
す
る
に
当
た
つ
て
は
、
当

該
法
令
と
目
的
を
共
通
に
す
る
関
係
法
令
が
あ
る
と

き
は
そ
の
趣
旨
及
び
目
的
を
も
参
酌
す
る
も
の
と

し
、
当
該
利
益
の
内
容
及
び
性
質
を
考
慮
す
る
に
当

た
つ
て
は
、
当
該
処
分
又
は
裁
決
が
そ
の
根
拠
と
な

る
法
令
に
違
反
し
て
さ
れ
た
場
合
に
害
さ
れ
る
こ
と

と
な
る
利
益
の
内
容
及
び
性
質
並
び
に
こ
れ
が
害
さ

れ
る
態
様
及
び
程
度
を
も
勘
案
す
る
も
の
と
す
る
。」

と
規
定
す
る
。

⑵　

墓
地
、埋
葬
等
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
法
」

と
い
う
。）
第
１
条
は
「
こ
の
法
律
は
、
墓
地
、
納

骨
堂
又
は
火
葬
場
の
管
理
及
び
埋
葬
等
が
、
国
民
の

宗
教
的
感
情
に
適
合
し
、
且
つ
公
衆
衛
生
そ
の
他
公

共
の
福
祉
の
見
地
か
ら
、
支
障
な
く
行
わ
れ
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
。」
と
規
定
し
、
法
第
10
条
第
１
項

は
「
墓
地
、
納
骨
堂
又
は
火
葬
場
を
経
営
し
よ
う
と

す
る
者
は
、
都
道
府
県
知
事
の
許
可
を
受
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。」
と
規
定
し
、
同
条
第
２
項
は
「
前

項
の
規
定
に
よ
り
設
け
た
墓
地
の
区
域
又
は
納
骨
堂

若
し
く
は
火
葬
場
の
施
設
を
変
更
し
、
又
は
墓
地
、

納
骨
堂
若
し
く
は
火
葬
場
を
廃
止
し
よ
う
と
す
る
者

も
、
同
様
と
す
る
。」
と
規
定
す
る
。

⑶　

大
阪
市
墓
地
、
埋
葬
等
に
関
す
る
法
律
施
行

細
則
（
昭
和
31
年
大
阪
市
規
則
第
79
号
、
以
下
「
本

件
細
則
」
と
い
う
。）
第
８
条
は
「
市
長
は
、
法
第

10
条
の
規
定
に
よ
る
許
可
の
申
請
が
あ
っ
た
場
合
に

お
い
て
、
当
該
申
請
に
係
る
墓
地
等
の
所
在
地
が
、

学
校
、
病
院
及
び
人
家
の
敷
地
か
ら
お
お
む
ね

３
０
０
メ
ー
ト
ル
以
内
の
場
所
に
あ
る
と
き
は
、
当

該
許
可
を
行
わ
な
い
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
市
長

が
当
該
墓
地
等
の
付
近
の
生
活
環
境
を
著
し
く
損
な

う
お
そ
れ
が
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で

な
い
。」
と
規
定
す
る
。

第
３　

第
一
審
判
決
の
判
示
内
容

１　

法
10
条
の
趣
旨
及
び
目
的
に
つ
い
て

法
10
条
１
項
自
体
が
、
当
該
墓
地
等
の
周
辺
に
居

住
す
る
者
個
々
人
の
個
別
的
利
益
を
も
保
護
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
る
も
の
と
は
解
し
難
い
（
最
高

裁
平
成
12
年
判
決
参
照
）。
こ
の
理
は
、
同
条
第
２

項
に
お
い
て
も
異
な
ら
な
い
と
解
さ
れ
る
。

２　

本
件
細
則
の
「
関
係
法
令
」
該
当
性
、
本
件
細

則
の
趣
旨
及
び
目
的
、
本
件
各
処
分
に
お
い
て
考

慮
さ
れ
る
べ
き
利
益
の
内
容
及
び
性
質
等

ア　

本
件
細
則
は
、法
と
目
的
を
共
通
に
す
る「
関

係
法
令
」
に
該
当
す
る
も
の
と
解
さ
れ
る
。

イ　

本
件
細
則
８
条
、
本
件
細
則
５
条
２
項
２
号

の
規
定
は
、
墓
地
等
が
学
校
、
病
院
及
び
人
家
の
敷

地
に
距
離
的
に
近
接
し
た
場
所
に
設
置
、
経
営
さ
れ

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
付
近
の
良
好
な
生
活
環
境

が
悪
化
す
る
こ
と
を
防
止
す
る
趣
旨
で
あ
る
と
解
さ

れ
る
。
一
般
的
に
、
納
骨
堂
が
設
置
、
経
営
さ
れ
た

場
合
に
周
辺
住
民
が
被
る
可
能
性
の
あ
る
被
害
は
、

交
通
等
広
い
意
味
で
の
生
活
環
境
の
悪
化
で
あ
る
と

こ
ろ
、
同
様
に
法
で
経
営
許
可
の
対
象
と
さ
れ
て
い

る
墓
地
や
火
葬
場
に
つ
い
て
は
、
そ
の
設
置
、
経
営

に
よ
り
周
辺
地
域
の
飲
料
水
の
汚
染
等
と
い
っ
た
衛

生
環
境
の
具
体
的
な
悪
化
が
懸
念
さ
れ
る
場
合
が
あ

る
の
と
は
異
な
り
（
な
お
、
法
17
条
は
、
埋
葬
及
び

火
葬
の
状
況
を
市
町
村
長
に
対
す
る
管
理
者
の
報
告

義
務
の
対
象
と
し
な
が
ら
、
焼
骨
の
収
蔵
は
そ
の
義

務
の
対
象
と
し
て
お
ら
ず
、
こ
れ
は
、
焼
骨
の
収
蔵

が
、
埋
葬
及
び
火
葬
に
比
較
し
て
衛
生
上
の
問
題
が

少
な
い
こ
と
に
よ
る
も
の
と
解
さ
れ
る
。）、
焼
骨
を

収
蔵
す
る
た
め
の
施
設
に
す
ぎ
な
い
納
骨
堂
の
設

置
、
経
営
に
よ
り
、
直
ち
に
周
辺
住
民
の
生
命
、
身

体
の
安
全
や
健
康
が
脅
か
さ
れ
た
り
、
そ
の
財
産
に

著
し
い
被
害
が
生
じ
た
り
す
る
こ
と
ま
で
は
想
定
し

難
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
広
い

意
味
で
の
生
活
環
境
に
関
す
る
利
益
は
、
基
本
的
に

は
公
益
に
属
す
る
利
益
と
い
う
べ
き
で
あ
っ
て
、
法
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令
に
手
掛
か
り
と
な
る
こ
と
が
明
ら
か
な
規
定
が
な

い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
法
が
周
辺
住
民
に
お
い
て
上

記
の
よ
う
な
被
害
を
受
け
な
い
と
い
う
利
益
を
個
々

人
の
個
別
的
利
益
と
し
て
保
護
す
る
趣
旨
を
含
む
と

解
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
（
最
高
裁
平
成
20
年
（
行

ヒ
）
第
２
４
７
号
同
21
年
10
月
15
日
第
一
小
法
廷
判

決
・
民
集
63
巻
８
号
１
７
１
１
頁
参
照
）。

ウ　

そ
う
す
る
と
、
本
件
細
則
８
条
は
、
墓
地
等

の
付
近
の
良
好
な
生
活
環
境
を
一
般
的
に
保
護
し
、

そ
の
悪
化
を
防
止
す
る
と
い
う
公
益
的
見
地
に
立
脚

し
た
規
定
と
解
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
墓
地
等
の
周

辺
住
民
の
生
活
環
境
上
の
利
益
を
個
々
人
の
個
別
的

利
益
と
し
て
保
護
す
る
趣
旨
を
含
む
も
の
と
解
す
る

こ
と
は
で
き
ず
、
他
に
、
こ
の
点
に
関
し
て
手
掛
か

り
と
な
る
こ
と
が
明
ら
か
な
規
定
を
見
い
だ
す
こ
と

も
で
き
な
い
。

エ　

納
骨
堂
が
設
置
、
経
営
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ

て
周
辺
住
民
が
被
る
も
の
は
（
個
人
差
は
あ
る
が
）

死
や
焼
骨
等
を
忌
避
す
る
と
い
っ
た
漠
然
と
し
た
嫌

悪
感
、
不
快
感
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
っ
て
、
納
骨

堂
が
設
置
、
経
営
さ
れ
る
こ
と
に
起
因
し
て
周
辺
住

民
に
社
会
通
念
上
受
忍
す
べ
き
限
度
を
超
え
る
精
神

的
苦
痛
が
生
ず
る
と
い
う
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

第
４　

原
審
判
決
の
判
示
内
容

１　

法
10
条
の
趣
旨
及
び
目
的
に
つ
い
て

法
10
条
１
項
及
び
２
項
所
定
の
都
道
府
県
知
事
等

に
よ
る
許
可
が
、
当
該
墓
地
等
の
周
辺
に
居
住
す
る

者
個
々
人
の
個
別
的
利
益
を
も
保
護
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
る
と
即
断
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と

解
さ
れ
る
（
最
高
裁
平
成
12
年
判
決
参
照
）。

２　

本
件
細
則
の
「
関
係
法
令
」
該
当
性
、
本
件
細

則
の
趣
旨
及
び
目
的
、
本
件
各
処
分
に
お
い
て
考

慮
さ
れ
る
べ
き
利
益
の
内
容
及
び
性
質
等

ア　

本
件
細
則
は
、法
と
目
的
を
共
通
に
す
る「
関

係
法
令
」
に
該
当
す
る
も
の
と
解
さ
れ
る
。

イ　

本
件
細
則
８
条
は
、
本
文
に
お
い
て
、
具
体

的
な
距
離
制
限
と
い
う
形
で
、
学
校
、
病
院
及
び
人

家
の
敷
地
に
近
接
す
る
場
所
で
の
墓
地
等
の
経
営
を

原
則
と
し
て
認
め
な
い
規
制
を
定
め
る
と
と
も
に
、

た
だ
し
書
に
お
い
て
、「
当
該
墓
地
等
の
付
近
の
生

活
環
境
を
著
し
く
損
な
う
お
そ
れ
」が
な
い
場
合
に
、

上
記
制
限
の
解
除
を
認
め
て
お
り
、
本
件
細
則
８
条

を
全
体
と
し
て
み
れ
ば
、
距
離
制
限
区
域
内
の
人
家

の
居
住
者
の
生
活
環
境
に
係
る
利
益
、
学
校
及
び
病

院
の
利
用
者
環
境
の
確
保
に
係
る
施
設
設
置
・
管
理

者
の
利
益
（
以
下
、
上
記
居
住
者
並
び
に
学
校
及
び

病
院
の
施
設
設
置
・
管
理
者
を
「
周
辺
住
民
等
」
と
、

周
辺
住
民
等
の
上
記
利
益
を
「
生
活
環
境
等
に
係
る

利
益
」
と
い
う
。）
を
、
個
別
的
利
益
と
し
て
保
護

す
る
趣
旨
及
び
目
的
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
明
ら

か
で
あ
る
。
大
阪
市
長
は
、
墓
地
等
の
管
理
及
び
埋

葬
が
国
民
の
宗
教
的
感
情
に
適
合
す
る
こ
と
な
ど
を

要
請
す
る
法
の
目
的
（
１
条
）
を
達
成
す
る
た
め
、

周
辺
住
民
等
の
生
活
環
境
等
に
係
る
利
益
の
保
護
を

本
件
細
則
の
趣
旨
及
び
目
的
に
取
り
込
ん
だ
も
の
と

解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ウ　

本
件
細
則
の
上
記
趣
旨
及
び
目
的
を
も
参
酌

す
る
と
、
本
件
許
可
処
分
及
び
本
件
各
変
更
許
可
処

分
の
根
拠
で
あ
る
法
10
条
１
項
及
び
２
項
は
、単
に
、

墓
地
等
の
管
理
及
び
埋
葬
等
が
国
民
の
宗
教
的
感
情

に
適
合
し
、
公
衆
衛
生
そ
の
他
公
共
の
福
祉
の
見
地

か
ら
支
障
な
く
行
わ
れ
る
よ
う
に
す
る
と
い
う
公
益

的
見
地
に
と
ど
ま
ら
ず
、
墓
地
等
の
周
辺
住
民
等
の

生
活
環
境
等
に
係
る
利
益
を
個
別
的
利
益
と
し
て
保

護
す
る
趣
旨
を
も
含
む
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

エ　

な
お
、
最
高
裁
平
成
12
年
判
決
は
、
法
10
条

１
項
の
施
行
に
関
す
る
条
例
に
お
い
て
、
本
件
細
則

８
条
本
文
類
似
の
距
離
制
限
を
設
け
る
一
方
、
そ
の

制
限
の
解
除
を
専
ら
公
益
的
見
地
か
ら
行
う
べ
き
こ

と
が
定
め
ら
れ
て
い
た
事
案
に
関
す
る
判
断
で
あ
っ

て
、
本
件
に
適
切
で
は
な
い
。

オ　

納
骨
堂
は
、
遺
骨
を
収
蔵
す
る
施
設
で
あ
る

と
い
う
性
格
上
、
周
辺
住
民
等
の
宗
教
的
感
情
に

様
々
な
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
を
否
定
で
き
な
い
デ

リ
ケ
ー
ト
な
側
面
を
有
し
て
い
る
と
こ
ろ
、
本
件
細

則
の
規
定
に
違
反
し
た
違
法
な
納
骨
堂
の
経
営
及
び

施
設
変
更
が
許
可
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
死
者
を
悼
む

静
謐
な
施
設
と
し
て
備
え
る
べ
き
基
本
的
な
配
慮
を

欠
く
納
骨
堂
が
周
辺
住
民
等
に
無
防
備
な
形
で
さ
ら
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さ
れ
る
よ
う
な
状
態
に
な
っ
た
場
合
に
は
、
周
辺
住

民
等
に
対
し
、
一
般
人
の
通
常
の
宗
教
的
感
情
に
照

ら
し
て
受
け
入
れ
難
い
よ
う
な
重
大
な
精
神
的
苦
痛

を
与
え
る
お
そ
れ
が
な
い
と
は
い
え
ず
、
こ
の
よ
う

な
精
神
的
苦
痛
が
当
然
に
受
忍
限
度
内
の
も
の
で
あ

る
と
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

第
５　

本
件
最
高
裁
判
決
の
判
示
内
容

１　

法
10
条
の
趣
旨
及
び
目
的
に
つ
い
て

ア　

法
10
条
は
、
そ
の
許
可
の
要
件
を
特
に
規
定

し
て
お
ら
ず
、
そ
れ
自
体
が
墓
地
等
の
周
辺
に
居
住

す
る
者
個
々
人
の
個
別
的
利
益
を
も
保
護
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
る
も
の
と
は
解
し
難
い
（
最
高
裁

平
成
10
年
（
行
ツ
）
第
10
号
同
12
年
３
月
17
日
第
二

小
法
廷
判
決
・
裁
判
集
民
事
１
９
７
号
６
６
１
頁
参

照
。
以
下
、
こ
の
判
決
を
「
平
成
12
年
判
決
」
と
い

う
。）。

イ　

法
10
条
は
、
法
の
目
的
に
適
合
す
る
限
り
、

墓
地
経
営
等
の
許
可
の
具
体
的
な
要
件
が
、
都
道
府

県
（
市
又
は
特
別
区
に
あ
っ
て
は
、市
又
は
特
別
区
）

の
条
例
又
は
規
則
に
よ
り
補
完
さ
れ
得
る
こ
と
を
当

然
の
前
提
と
し
て
い
る
も
の
と
解
さ
れ
る
。

２　

本
件
細
則
の
「
関
係
法
令
」
該
当
性
、
本
件
細

則
の
趣
旨
及
び
目
的
、
本
件
各
処
分
に
お
い
て
考

慮
さ
れ
る
べ
き
利
益
の
内
容
及
び
性
質
等

ア　

被
上
告
人
ら
が
本
件
各
許
可
の
取
消
し
を
求

め
る
原
告
適
格
を
有
す
る
か
否
か
の
判
断
に
当
た
っ

て
は
、
そ
の
根
拠
と
な
る
法
令
と
し
て
本
件
細
則
８

条
の
趣
旨
及
び
目
的
を
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
。

イ　

本
件
細
則
８
条
本
文
は
、
墓
地
等
の
設
置
場

所
に
関
し
、
墓
地
等
が
死
体
を
葬
る
た
め
の
施
設
で

あ
り
（
法
２
条
）、
そ
の
存
在
が
人
の
死
を
想
起
さ

せ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
良
好
な
生
活
環
境

を
保
全
す
る
必
要
が
あ
る
施
設
と
し
て
、
学
校
、
病

院
及
び
人
家
と
い
う
特
定
の
類
型
の
施
設
に
特
に
着

目
し
、
そ
の
周
囲
お
お
む
ね
３
０
０
ｍ
以
内
の
場
所

に
お
け
る
墓
地
経
営
等
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
施

設
に
係
る
生
活
環
境
を
損
な
う
お
そ
れ
が
あ
る
も
の

と
み
て
、
こ
れ
を
原
則
と
し
て
禁
止
す
る
規
定
で
あ

る
と
解
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
本
件
細
則
８
条
た
だ
し

書
は
、
墓
地
等
が
国
民
の
生
活
に
と
っ
て
必
要
な
も

の
で
あ
る
こ
と
に
も
配
慮
し
、
上
記
場
所
に
お
け
る

墓
地
経
営
等
で
あ
っ
て
も
、
個
別
具
体
的
な
事
情
の

下
で
、
上
記
生
活
環
境
に
係
る
利
益
を
著
し
く
損
な

う
お
そ
れ
が
な
い
と
判
断
さ
れ
る
場
合
に
は
、
例
外

的
に
許
可
し
得
る
こ
と
と
し
た
規
定
で
あ
る
と
解
さ

れ
る
。

ウ　

そ
う
す
る
と
、
本
件
細
則
８
条
は
、
墓
地
等

の
所
在
地
か
ら
お
お
む
ね
３
０
０
ｍ
以
内
の
場
所
に

敷
地
が
あ
る
人
家
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
に
居
住
す
る

者
が
平
穏
に
日
常
生
活
を
送
る
利
益
を
個
々
の
居
住

者
の
個
別
的
利
益
と
し
て
保
護
す
る
趣
旨
を
含
む
規

定
で
あ
る
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。

エ　

な
お
、
平
成
12
年
判
決
は
、
周
辺
に
墓
地
及

び
火
葬
場
を
設
置
す
る
こ
と
が
制
限
さ
れ
る
施
設
の

類
型
や
当
該
制
限
を
解
除
す
る
要
件
に
つ
き
、
条
例

中
に
本
件
細
則
８
条
と
は
異
な
る
内
容
の
規
定
が
設

け
ら
れ
て
い
る
場
合
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
事

案
を
異
に
し
、
本
件
に
適
切
で
な
い
。

３　

裁
判
官
宇
賀
克
也
の
意
見
（
抜
粋
）

ア　

多
数
意
見
は
、
墓
地
の
周
辺
住
民
の
原
告
適

格
を
否
定
し
た
平
成
12
年
判
決
に
つ
い
て
、
本
件
と

は
事
案
を
異
に
す
る
の
で
、
変
更
す
る
必
要
は
な
い

と
い
う
前
提
に
立
つ
。
し
か
し
、
本
件
で
平
成
12
年

判
決
を
変
更
せ
ず
、
専
ら
本
件
細
則
の
解
釈
に
よ
り

原
告
適
格
の
有
無
を
判
断
す
る
と
、
今
後
、
他
の
地

方
公
共
団
体
に
お
け
る
墓
地
経
営
等
の
許
可
に
つ
き

取
消
訴
訟
が
提
起
さ
れ
た
場
合
、
そ
の
都
度
、
条
例

又
は
規
則
の
規
定
の
仕
方
に
応
じ
た
解
釈
を
要
す
る

こ
と
と
な
り
、
訴
訟
の
入
口
で
あ
る
原
告
適
格
の
判

断
だ
け
の
た
め
に
数
年
争
わ
れ
、
本
案
審
理
に
更
に

数
年
を
要
す
る
と
い
う
非
生
産
的
な
事
態
は
解
消
さ

れ
な
い
。
そ
し
て
、
規
定
の
僅
か
な
表
現
の
差
異
と

い
う
立
法
上
の
偶
然
（
同
じ
こ
と
を
念
頭
に
置
い
て

い
て
も
「
公
衆
衛
生
」
と
表
現
す
る
か
「
付
近
の
生

活
環
境
」
と
表
現
す
る
か
等
）
に
よ
り
、あ
る
い
は
、

同
じ
内
容
が
定
め
ら
れ
て
い
て
も
、
そ
れ
が
条
例
や

規
則
で
定
め
ら
れ
て
い
る
か
要
綱
で
定
め
ら
れ
て
い

る
か
の
違
い
に
よ
り
、「
当
該
法
令
と
目
的
を
共
通
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に
す
る
関
係
法
令
」（
行
政
事
件
訴
訟
法
９
条
２
項
）

に
当
た
る
か
に
差
異
が
生
じ
、
地
方
公
共
団
体
ご
と

に
原
告
適
格
の
有
無
が
異
な
る
と
い
う
事
態
が
生
じ

得
る
。

イ　

私
は
、
取
消
訴
訟
の
原
告
適
格
に
つ
い
て
、

当
審
の
判
例
と
さ
れ
て
い
る
い
わ
ゆ
る
法
律
上
保
護

さ
れ
た
利
益
説
の
立
場
に
立
っ
て
も
、
法
10
条
自
体

が
周
辺
住
民
の
個
別
的
利
益
を
保
護
し
て
お
り
、
周

辺
住
民
に
墓
地
経
営
等
の
許
可
の
取
消
し
を
求
め
る

原
告
適
格
は
認
め
ら
れ
る
と
考
え
る
。

ウ　

平
成
12
年
判
決
は
、
法
令
の
文
言
の
形
式
的

解
釈
に
拘
泥
し
紛
争
の
実
質
を
考
慮
し
て
い
な
い
も

の
と
い
わ
ざ
る
を
得
ず
、
取
り
分
け
平
成
16
年
法
律

第
84
号
に
よ
る
改
正
後
の
行
政
事
件
訴
訟
法
９
条
２

項
に
よ
り
「
当
該
処
分
又
は
裁
決
の
根
拠
と
な
る
法

令
の
規
定
の
文
言
の
み
に
よ
る
こ
と
な
く
」
解
釈
す

る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
た
現
在
に
お
い
て
は
、
変

更
を
免
れ
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

第
６　

行
政
事
件
訴
訟
法
第
９
条
の

「
法
律
上
の
利
益
を
有
す
る
者
」
の

解
釈
に
つ
い
て

１　

学
説
及
び
判
例

行
政
事
件
訴
訟
法
第
９
条
の
「
法
律
上
の
利
益
を

有
す
る
者
」
の
解
釈
に
つ
い
て
は
、
行
政
処
分
の
根

拠
法
規
が
特
定
の
個
人
の
権
利
利
益
を
保
護
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
る
か
否
か
に
よ
る
と
い
う
考
え

方
（
法
律
上
保
護
さ
れ
た
利
益
説
）
と
特
定
の
個
人

が
現
実
に
被
る
不
利
益
の
性
質
、
程
度
等
が
法
的
保

護
に
値
す
る
か
否
か
に
よ
る
と
い
う
考
え
方
（
法
的

保
護
に
値
す
る
利
益
説
）
と
に
大
別
さ
れ
、
判
例
は
一

貫
し
て
前
者
の
考
え
方
を
採
用
し
て
き
た
と
さ
れ
る
。

２　

平
成
16
年
法
律
第
84
号
に
よ
る
改
正
後
の
行
政

事
件
訴
訟
法
（
以
下
「
改
正
法
」
と
い
う
。）

改
正
法
で
は
、
新
た
に
第
９
条
第
２
項
が
設
け
ら

れ
た
。
こ
れ
は
、
従
前
の
判
例
の
枠
組
み
（
法
律
上

保
護
さ
れ
た
利
益
説
）
は
維
持
し
つ
つ
、「
法
律
上

の
利
益
」
の
有
無
の
解
釈
に
当
た
っ
て
は
、
当
該
行

政
処
分
の
根
拠
法
令
の
趣
旨
及
び
目
的
の
み
な
ら

ず
、
関
係
法
令
の
趣
旨
及
び
目
的
に
ま
で
視
野
を
広

げ
て
参
酌
す
る
こ
と
、
ま
た
、
侵
害
さ
れ
る
こ
と
と

な
る
利
益
の
内
容
及
び
性
質
等
を
視
野
に
入
れ
て
勘

案
す
る
こ
と
を
明
記
す
る
こ
と
で
、「
法
律
上
の
利

益
」
の
有
無
の
解
釈
を
柔
軟
に
行
い
、
原
告
適
格
の

実
質
的
な
拡
大
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
さ

れ
る
。

３　

周
辺
住
民
等
の
原
告
適
格
に
関
す
る
判
例

ア　

最
高
裁
大
法
廷
平
成
17
年
12
月
７
日
判
決

（
以
下
「
小
田
急
大
法
廷
判
決
」
と
い
う
。）

こ
れ
は
、
建
設
大
臣
が
都
市
計
画
法
に
基
づ
き
小

田
急
線
の
一
部
区
間
を
高
架
式
に
よ
り
連
続
立
体
交

差
化
す
る
こ
と
を
内
容
と
す
る
都
市
計
画
事
業
を
認

可
し
た
と
こ
ろ
、
同
区
間
の
沿
線
住
民
等
が
、
上
記

認
可
の
取
消
し
を
求
め
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

最
高
裁
判
所
大
法
廷
は
、「
本
件
鉄
道
事
業
が
実

施
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
騒
音
、
振
動
等
に
よ
る
健
康

又
は
生
活
環
境
に
係
る
著
し
い
被
害
を
直
接
的
に
受

け
る
お
そ
れ
の
あ
る
者
に
当
た
る
と
認
め
ら
れ
る
」

住
民
ら
に
つ
い
て
、「
本
件
鉄
道
事
業
認
可
の
取
消

し
を
求
め
る
原
告
適
格
を
有
す
る
も
の
と
解
す
る
の

が
相
当
で
あ
る
。」
と
判
示
し
た
。
こ
れ
は
、
改
正

法
前
の
判
決
（
最
高
裁
第
一
小
法
廷
平
成
11
年
11
月

25
日
判
決
）
を
変
更
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

イ　

最
高
裁
第
一
小
法
廷
平
成
21
年
10
月
15
日
判

決（
以
下「
サ
テ
ラ
イ
ト
大
阪
最
高
裁
判
決
」と
い
う
。）

こ
れ
は
、
経
済
産
業
大
臣
が
自
転
車
競
技
法
に
基

づ
き
場
外
車
券
販
売
施
設
（
サ
テ
ラ
イ
ト
大
阪
）
を

設
置
す
る
こ
と
を
許
可
し
た
と
こ
ろ
、
周
辺
に
居
住

す
る
住
民
等
が
、
上
記
許
可
の
取
消
し
を
求
め
た
と

い
う
も
の
で
あ
る
。

原
審
（
大
阪
高
裁
平
成
20
年
３
月
６
日
判
決
）
は
、

「
こ
れ
ら
の
規
定
は
、
当
該
場
外
施
設
の
敷
地
の
周

辺
か
ら
１
０
０
０
ｍ
以
内
の
地
域
に
お
い
て
居
住
し

又
は
事
業
を
営
む
住
民
に
対
し
、
違
法
な
場
外
施
設

の
設
置
許
可
に
起
因
す
る
善
良
な
風
俗
及
び
生
活
環

境
に
対
す
る
著
し
い
被
害
を
受
け
な
い
と
い
う
具
体

的
利
益
を
保
護
し
た
も
の
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ

り
、
被
上
告
人
ら
は
、
い
ず
れ
も
本
件
許
可
の
取
消

し
を
求
め
る
原
告
適
格
を
有
す
る
も
の
と
解
さ
れ
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る
。」
と
判
示
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
最
高
裁
第
一

小
法
廷
は
、「
一
般
的
に
、
場
外
施
設
が
設
置
、
運

営
さ
れ
た
場
合
に
周
辺
住
民
等
が
被
る
可
能
性
の
あ

る
被
害
は
、
交
通
、
風
紀
、
教
育
な
ど
広
い
意
味
で

の
生
活
環
境
の
悪
化
で
あ
っ
て
、
そ
の
設
置
、
運
営

に
よ
り
、
直
ち
に
周
辺
住
民
等
の
生
命
、
身
体
の
安

全
や
健
康
が
脅
か
さ
れ
た
り
、
そ
の
財
産
に
著
し
い

被
害
が
生
じ
た
り
す
る
こ
と
ま
で
は
想
定
し
難
い
と

こ
ろ
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
生
活
環
境
に

関
す
る
利
益
は
、
基
本
的
に
は
公
益
に
属
す
る
利
益

と
い
う
べ
き
で
あ
っ
て
、
法
令
に
手
掛
り
と
な
る
こ

と
が
明
ら
か
な
規
定
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
当

然
に
、
法
が
周
辺
住
民
等
に
お
い
て
上
記
の
よ
う
な

被
害
を
受
け
な
い
と
い
う
利
益
を
個
々
人
の
個
別
的

利
益
と
し
て
も
保
護
す
る
趣
旨
を
含
む
と
解
す
る
の

は
困
難
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。」
と
判
示
し
、
周

辺
住
民
ら
の
原
告
適
格
を
否
定
し
た
。

第
７　

本
件
最
高
裁
判
決
に
つ
い
て

１　

第
一
審
判
決
、
原
審
判
決
と
の
比
較

第
一
審
判
決
は
原
告
適
格
を
否
定
し
た
の
に
対

し
、
原
審
判
決
及
び
本
件
最
高
裁
判
決
は
原
告
適
格

を
肯
定
し
た
。

周
辺
住
民
が
受
け
る
こ
と
と
な
る
不
利
益
の
内
容

等
に
関
し
て
、
第
一
審
判
決
は
「
漠
然
と
し
た
嫌
悪

感
、
不
快
感
」
で
あ
る
と
し
た
の
に
対
し
、
原
審
判

決
は
「
一
般
人
の
通
常
の
宗
教
的
感
情
に
照
ら
し
て

受
け
入
れ
難
い
よ
う
な
重
大
な
精
神
的
苦
痛
」
を
与

え
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
し
た
。
上
記
の
と
お
り
、
第

一
審
判
決
と
原
審
判
決
と
で
は
、
納
骨
堂
が
設
置
さ

れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
る
事
態
に
対
す
る
評
価
に

つ
い
て
、
明
ら
か
な
違
い
が
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

本
件
最
高
裁
判
決
は
「
そ
の
存
在
が
人
の
死
を
想
起

さ
せ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
良
好
な
生
活
環

境
を
保
全
す
る
必
要
が
あ
る
」
施
設
と
し
て
人
家
等

が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
と
し
、「
居
住
す
る
者
が
平
穏

に
日
常
生
活
を
送
る
利
益
」
を
個
々
の
居
住
者
の
個

別
的
利
益
と
し
て
保
護
す
る
趣
旨
を
含
む
規
定
で
あ

る
と
解
す
る
と
し
て
お
り
、前
述
の
評
価
に
つ
い
て
、

少
な
く
と
も
「
漠
然
と
し
た
嫌
悪
感
、
不
快
感
」
の

レ
ベ
ル
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
い
と
し
た
も
の
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

２　

小
田
急
大
法
廷
判
決
、
サ
テ
ラ
イ
ト
大
阪
最
高

裁
判
決
と
の
比
較

小
田
急
大
法
廷
判
決
及
び
本
件
最
高
裁
判
決
は
原

告
適
格
を
肯
定
し
た
の
に
対
し
、
サ
テ
ラ
イ
ト
大
阪

最
高
裁
判
決
は
原
告
適
格
を
否
定
し
た
。

侵
害
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
利
益
の
内
容
及
び
性
質

等
に
関
し
て
、
小
田
急
大
法
廷
判
決
は
、「
騒
音
、

振
動
等
に
よ
る
健
康
又
は
生
活
環
境
に
係
る
著
し
い

被
害
」
を
問
題
と
し
、「
住
民
の
健
康
や
生
活
環
境

に
係
る
著
し
い
被
害
」
に
も
至
り
か
ね
な
い
と
し
た

の
に
対
し
、
サ
テ
ラ
イ
ト
大
阪
最
高
裁
判
決
は
、「
交

通
、
風
紀
、
教
育
な
ど
広
い
意
味
で
の
生
活
環
境
の

悪
化
」
を
問
題
と
し
、
直
ち
に
「
周
辺
住
民
等
の
生

命
、
身
体
の
安
全
や
健
康
」
が
脅
か
さ
れ
た
り
す
る

こ
と
ま
で
は
想
定
し
難
い
と
し
た
。上
記
の
と
お
り
、

小
田
急
大
法
廷
判
決
は
、「
騒
音
、
振
動
等
に
よ
る

健
康
」
等
に
係
る
被
害
と
い
う
い
わ
ば
目
に
見
え
る

被
害
を
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
事
案
で
あ
っ
た
の

に
対
し
、
サ
テ
ラ
イ
ト
大
阪
高
裁
判
決
は
、
そ
の
よ

う
な
被
害
を
想
定
す
る
こ
と
が
難
し
い
事
案
で
あ
っ

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
本
件
も
、
小
田
急
大
法
廷
判

決
の
指
摘
す
る
よ
う
な
被
害
を
想
定
す
る
こ
と
は
難

し
い
事
案
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
と
こ
ろ
、
周
辺
住
民

が
受
け
る
こ
と
と
な
る
不
利
益
の
内
容
等
に
関
し

て
、
サ
テ
ラ
イ
ト
大
阪
最
高
裁
判
決
が
「
交
通
、
風

紀
、
教
育
な
ど
広
い
意
味
で
の
生
活
環
境
の
悪
化
」

で
あ
る
と
し
た
の
に
対
し
、本
件
最
高
裁
判
決
は「
そ

の
存
在
が
人
の
死
を
想
起
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
こ
と

に
鑑
み
、
良
好
な
生
活
環
境
を
保
全
す
る
必
要
が
あ

る
」
と
し
、
単
な
る
「
広
い
意
味
で
の
生
活
環
境
の

悪
化
」
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
い
と
し
た
も
の
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

３　

平
成
12
年
判
決
と
の
比
較

平
成
12
年
判
決
は
、
周
辺
住
民
が
墓
地
の
経
営
許

可
の
取
消
し
を
求
め
た
事
案
に
関
す
る
も
の
で
あ
る

と
こ
ろ
、
最
高
裁
判
所
第
二
小
法
廷
は
、「
大
阪
府

墓
地
等
の
経
営
の
許
可
等
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
60
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年
大
阪
府
条
例
第
３
号
）
７
条
１
号
は
、
墓
地
及
び

火
葬
場
の
設
置
場
所
の
基
準
と
し
て
、「
住
宅
、学
校
、

病
院
、
事
務
所
、
店
舗
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
施

設
の
敷
地
か
ら
３
０
０
メ
ー
ト
ル
以
上
離
れ
て
い
る

こ
と
。
た
だ
し
、
知
事
が
公
衆
衛
生
そ
の
他
公
共
の

福
祉
の
見
地
か
ら
支
障
が
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、

こ
の
限
り
で
な
い
。」
と
規
定
し
て
い
る
。
し
か
し
、

同
号
は
、
そ
の
周
辺
に
墓
地
及
び
火
葬
場
を
設
置
す

る
こ
と
が
制
限
さ
れ
る
べ
き
施
設
を
住
宅
、事
務
所
、

店
舗
を
含
め
て
広
く
規
定
し
て
お
り
、
そ
の
制
限
の

解
除
は
専
ら
公
益
的
見
地
か
ら
行
わ
れ
る
も
の
と
さ

れ
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
れ
ば
、
同
号
が
あ
る
特
定
の

施
設
に
着
目
し
て
当
該
施
設
の
設
置
者
の
個
別
的
利

益
を
特
に
保
護
し
よ
う
と
す
る
趣
旨
を
含
む
も
の
と

は
解
し
難
い
。」
と
判
示
し
て
、
周
辺
住
民
の
原
告

適
格
を
否
定
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
本
件
最
高
裁
判
決
は
、「
平
成
12

年
判
決
は
、
周
辺
に
墓
地
及
び
火
葬
場
を
設
置
す
る

こ
と
が
制
限
さ
れ
る
施
設
の
類
型
や
当
該
制
限
を
解

除
す
る
要
件
に
つ
き
、
条
例
中
に
本
件
細
則
８
条
と

は
異
な
る
内
容
の
規
定
が
設
け
ら
れ
て
い
る
場
合
に

関
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
事
案
を
異
に
し
、
本
件
に

適
切
で
な
い
。」
と
判
示
す
る
。
本
件
最
高
裁
判
決

の
「
事
案
を
異
に
し
」
と
い
う
の
は
、
周
辺
住
民
が

受
け
る
こ
と
と
な
る
不
利
益
の
内
容
等
に
違
い
が
あ

る
こ
と
を
指
す
も
の
で
は
な
く
、
本
件
細
則
の
定
め

（
本
件
最
高
裁
判
決
）
と
大
阪
府
墓
地
等
の
経
営
の

許
可
等
に
関
す
る
条
例
の
定
め
（
平
成
12
年
判
決
）

の
違
い
を
指
す
も
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、「
法
律

上
の
利
益
」
の
有
無
の
解
釈
を
柔
軟
に
行
う
と
い
う

改
正
法
の
立
場
か
ら
す
る
と
、
関
連
法
令
を
含
む
法

令
の
規
定
の
違
い
は
、
必
ず
し
も
決
定
的
な
理
由
に

な
る
と
は
限
ら
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
な
お
、
本

件
最
高
裁
判
決
は
、「
事
案
を
異
に
し
」と
し
て
お
り
、

平
成
12
年
判
決
に
つ
い
て
肯
定
も
否
定
も
す
る
も
の

で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

第
８　

行
政
実
務
に
与
え
る
影
響
等

１　

許
認
可
の
要
件
に
つ
い
て

「
法
律
上
保
護
さ
れ
た
利
益
説
」
か
ら
す
れ
ば
、

周
辺
住
民
ら
に
原
告
適
格
が
認
め
ら
れ
る
か
否
か
と

い
う
問
題
は
、
当
該
実
体
法
規
が
周
辺
住
民
ら
の
利

益
を
考
慮
す
る
旨
定
め
て
い
る
と
解
釈
さ
れ
る
か
ど

う
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

も
っ
と
も
、「
法
律
上
の
利
益
」
の
有
無
の
解
釈
を

柔
軟
に
行
う
と
い
う
改
正
法
の
立
場
か
ら
す
る
と
、

実
体
法
規
の
定
め
が
必
ず
し
も
明
確
な
も
の
で
は
な

く
と
も
、
当
該
実
体
法
が
周
辺
住
民
ら
の
利
益
を
考

慮
す
る
旨
定
め
て
い
る
も
の
と
解
釈
さ
れ
る
場
合
が

あ
る
こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。し
た
が
っ
て
、

許
認
可
に
当
た
っ
て
は
、
侵
害
さ
れ
る
こ
と
と
な
る

利
益
の
内
容
及
び
性
質
等
に
関
し
て
、「
周
辺
住
民

等
の
生
命
、
身
体
の
安
全
や
健
康
」
が
脅
か
さ
れ
る

事
態
が
生
じ
る
も
の
で
あ
る
か
、周
辺
住
民
ら
に「
受

け
入
れ
難
い
よ
う
な
重
大
な
精
神
的
苦
痛
」
を
与
え

る
お
そ
れ
が
あ
る
も
の
で
あ
る
か
な
ど
、
当
該
処
分

が
根
拠
法
令
に
違
反
し
て
さ
れ
た
場
合
に
害
さ
れ
る

こ
と
と
な
る
利
益
の
内
容
等
に
つ
い
て
も
、
考
察
す

る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

２　

立
法
等
に
つ
い
て

前
述
の
と
お
り
、
周
辺
住
民
ら
に
原
告
適
格
が
認

め
ら
れ
る
か
否
か
と
い
う
問
題
が
、
実
体
法
規
の
解

釈
の
問
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
原
告
適
格
の

要
件
に
つ
い
て
は
、
実
体
法
規
の
中
で
、
で
き
る
限

り
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
望
ま
し
い
こ
と
に

な
る
。

な
お
、
近
時
、
ペ
ッ
ト
の
火
葬
・
埋
葬
に
伴
う
生

活
環
境
の
保
全
と
い
う
問
題
が
生
じ
て
い
る
。
こ
の

問
題
に
関
し
て
は
、
許
認
可
に
係
ら
し
め
る
法
律
が

定
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
自
治
体
の
中
に
は
、
許
認
可

に
係
ら
し
め
る
条
例
を
定
め
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る

（「
相
模
原
市
ペ
ッ
ト
霊
園
の
設
置
等
に
伴
う
生
活
環

境
の
保
全
に
関
す
る
条
例
」な
ど
）。ペ
ッ
ト
の
火
葬
・

埋
葬
に
伴
う
生
活
環
境
の
保
全
の
必
要
性
と
い
う
立

法
事
実
は
、
特
定
の
市
町
村
だ
け
に
存
在
し
て
い
る

も
の
で
は
な
い
と
思
わ
れ
、
立
法
を
含
め
て
検
討
の

必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。


